





新人教員の抱える苦悩には， 多忙、 子どもへの対応、 保護者への対応、 職場の人間関系などがあり， その
要因には、 仕事に対して熱心であること， 仕事の無限定性を爵見オる傾向が高いこと， 管理職・同僚開系が
かえって追いつめることなどがある。 このような苦悩は， 教員養成と学校現場とのギャッブ。から生じるリア
リティ・ショックと言える。近年、 教員養成において育成する教員の資質能力として、 「判交現場が抱える
課題への対応 Jr 実践白骨量導力Jr.教員として最小限必要な資質能力」を重調することが求められているD し
かしながら、 新人教員が抱える苦悩を考慮すれば、 これらの資質能力は 「うまくできるようになるJことの
限界や 「同僚性を作り出す」ことの限界を持つことがわかる。
したがって， 教員養成においては， これらの限界に対し、 「学校現場における困難な状況の想定Jrrでき
ないことjを受容することJr学校職場を超えた仲間づくりJを学生が行っていくこと・そのきっかけを作
ることを支援することが必要となる。
キーワード: 新人教員の苦悩， リアリティ・ショック， 学校現場における困難な状況の想定， rできない
ことJを受容すること， 璃楊を超えた仲間づくり
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平成15年 111 人(全採用者に占める割合 0. 6 1%)
(うち病気による依願退職10 人)， 
平成 16 年度 191 人 (全採用者に占める割合
0.98%) 
(うち病気による依願退職61 人)， 
平成 21 年度 317 人 (全採用者に占める割合
1.28%) 
(うち病気による依願退職86 人、 86 人のうち精
神疾患による槻長退職83 人)
平成 22 年 度 296 人 (全採用者に占める割合
1. 15%) 
(うち病気による依願退職101 人， 101 人のうち




















教員 (5，515名) を対象に行われた 「第5 回学習指
導基材踏」では、教員が抱える悩みとして、「耕才
準備の時聞が十分にとれなし\J ω\学校 91.3%、 中
特交81.3%)、 「作成しなければならない事務書類が
多いj ω\学校 84. 2%、 中学校76. 9%)、「休日出勤
や残業が多いJ(小朝交 67. 0% 中判交73. 2%)、「生
活指導(生徒指尊)に時間がかかり過ぎるJ (小学校
59. 3%、 中学校 57. 3%) など日々の忙しさに関する
悩みが上位にあがっていることが示されている叱
その他、 「行政が学校現場の状況を把握していな
いJ ω\学校76. 9%、 中学校72. 0%)、 「図書費キ教





















れによれば、 新規j采用教員は、 主に， í多忙J í.聴楊
の人間関係Jí:授業J í保護者との関係J í苦闘舌動の指




















































































































校で 55. 9%、 中学校で 46. 4%、 「職員室の雰囲気が
いいと感じるJことが小 学校で 46. 7%、 中学校で
35.6%、「管理職に気軽に相談する」ことが小判交で
28. 4%、 中学ヰ交で25. 7%、「仕事以外でも同僚と付き




































(1 )  教員個人の資質能力
中央教育審議会答申 「 今後の教員養成・免許制度






















して， 豊かな人間性や社会性， 常識と教養， 礼儀
イ伴去をはじめ対人間系能力， コミュニケーション
能力などの人格的資質を備えていることが求め




























































































































































教育を創造する(答申)J (2005年) では， 次のよう
に述べられていた
教師には，子どもたちの人格形成に関わる者と
して， 豊かな人間性や社会性， 常識と教養， 礼儀
作法をはじめ対人関係能力， コミュニケーション
能力などの人格的資質を備えていることが求め



















































企 業 の 採 用 に 関 す る議論に お い て は rRJP














































































































るとは限らないが、 少なくとも、 自分の中で (そし






















































































構築の限界に対し， 久富は自ら， 次のように 「学校
外の仲間」の重要性について述べる。
若い教師にとっての「専門職仲間(colleague) J 
ないし 「仲間関係 (collegiality) J は， 今日では
ほとんど一つの朝交を越えてその職場外につく







































るサポート、 授業内容・ 教育問題・ 教員採用誤験に
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Research Notes: What can We do on Teacher Education 
in University against the Distress of a New Teacher? 
Masaaki SUGlHARA 
(Institute of Arts and Sciences， Yamagata University) 
In this paper， 1 examine what the teacher education in a university can do for the students 
against the distress of a new teacher of elementary and junior high school. 
A new teacher has the distresses of busyness， correspondence to pupils or their parents， and 
relationship with coworker. And the causes of these distresses are that a new teacher is eagerω 
work， that a new teacher tend to think no limiting nature of the work， and that the management 
and relationship with coworker corner a new teacher on the contrary. It can be thought that the 
distress of a new teacher is caused by“reality shockぺthe gap of teacher education and the schoofs 
reality. 
τllerefore， the teacher education need to support for the students to do or make a chance of， 
assumption of di血cult situation in the school， acceptance of being unable， production of colleagues 
beyond a place of work. 
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